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令和8年度第1回瑞浪市地域公共交通協議会【運賃料金部会】 会議録 

 

会議の日時  令和8年5月18日（月）15時40分 

会議の場所  瑞浪市役所 2階大会議室 

出席委員    出席委員 6名 

正村 和英委員、磯部 友彦委員、石野 栄一委員、山田 和洋委員、 
可知井 大三委員、小木曽 昌弘委員 

事務局     足立 寛聡、加藤 聖也、林 卓磨 
 

  

１．開会  

 

２．部会長あいさつ 

・副部会長選任：磯部委員 

・議 長 選 出：磯部委員 

 

３．協議事項 

（１）瑞浪市コミュニティバス・デマンド交通の運賃協議の考え方（案）について 

 

 事務局 

（資料に基づき説明。） 

 

【意見・質問】 

 山田委員 

  新たな決済手段とは何を想定しているのか。 

 

 石野委員 

  QRコード決済などのキャッシュレス決済の追加を想定している。 

 運賃協議会は令和 5 年にできたもので、それまでは交通会議の中で、運賃も決めていた。路

線延長する場合は運賃協議会が必要であり、コミバスなどは大抵定額で、路線延長して系統を

変更しても金額は変わらないが協議しないといけないということとなっていた。そういった軽

微なものについては協議を省略してもよいと今回示されたものである。 

県内でも他に羽島市など、同様に変更しているため、ぜひ簡便な方法にしていただければと

い思う。 

 

 議長（磯部委員） 

  協議をすべきかどうか悩む事例もあるため、はっきり見える形にしたということである。 

 

議長（磯部委員） 

  協議事項１について原案のとおり承認してよろしいか。 

 （異議なし） 

 

 →承認 

 

（２）瑞浪市コミュニティバス・北部デマンド交通の料金体系について 

 

 事務局 

（資料に基づき説明。） 

 

【意見・質問】 

 議長（磯部委員） 
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  エリア制運賃について、エリアはどのように決めているのか。 

 

 山田委員 

  基本的には町で分けている。市のコミュニティバスの始まりは東濃鉄道日吉線の廃止に伴う

もので、日吉線については東濃鉄道の料金の変わり目という記憶がある。 

 

 議長（磯部委員） 

  地域で分けているなど、何か説明ができればよい。 

 

 事務局 

  山田委員のお話のとおり、東濃鉄道の路線がベースであると考えているが、詳細な資料が手

元にないため、確認する。 

 

 議長（磯部委員） 

  ルールを決めて、今後の手本とする必要があるため、何かしら決めた方がよい。後日エリア

については書面協議などを実施していただきたい。 

  エリアの決め方以外の部分については承認してよろしいか。 

（異議なし） 

 

 →承認（エリア制運賃のエリアの決め方については、後日協議する。） 

 

４．その他 

 特になし。 

 

５．閉会 

 １６時００分閉会 

 

 

令和８年５月２９日 
 
 

議事録署名者    小木曽 昌弘     


